
日本の工業と農業の振興に寄与した発酵アルコール
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日本アルコール産業株式会社

国営アルコール工場（現：日本アルコール産業株式会社）

1938年

ガソリン代用燃料確保と農村振興のため1937（昭和12）年にアルコール専
売法と揮発油及びアルコール混用法が制定され、芋を原料とする国営のア
ルコール製造工場が各地に作られた。本資料はさつま芋を原料とした発酵
液を粗蒸留する1938（昭和13）年の創業開始当初の装置である。全段数24
段あり、19～24段にはさつま芋の繊維かすを掃除するための蓋付きの開口
部があるなどの特徴がある。アルコールの製造量の増大によりエチレンや
エチレングリコール、ポリエチレンなど化学工業製品の原料にもなった。
日本の産業の歩みを示す貴重な資料である。

一－イ（科学技術の発展の重要な側面及び段階を示すもの）
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日本アルコール産業株式会社


